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石
造
り
道
標

以
前
、「
小
松
川
界
隈
の
今
昔
」
で
京
葉
道
路
谷
河
内
の
交
差
点
付
近
に
あ
っ
た
俳
句
の
刻
ま
れ
た

珍
し
い
道
標
を
紹
介
し
ま
し
た
（
水
声
一
一
〇
号
）。

そ
の
中
で
、
道
路
工
事
以
降
行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
書
き
ま
し
た
が
、
保
存
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。
都
営
新
宿
線
篠
崎
駅
に
程
近
い
、
篠
崎
第
四
小
学
校
の
校
庭
の
片
隅
に
置
か
れ

て
い
ま
す
。
上
部
に
は
方
向
を
示
す
手
指
が
陽
刻
し
て

あ
り
、
下
部
に
は
地
名
と
距
離
を
示
す
俳
句
が
彫
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
か
な
り
く
ず
れ
て
お
り
判
読
は
困
難
で

す
。
以
前
紹
介
し
た
と
き
の
資
料
で
は
、

「
川
原
ま
で
四
十
八
丁
稲
の
秋
」
と
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
小
学
校
に
あ
る
教
育
委
員
会
の
掲
示
に
は

「
河
原
迄
□
九
丁
稲
の
花
」
と
あ
り
ま
す
。

造
立
は
安
政
三
年
（
一
八
五
六
年
）
秋
之
初
と
あ
り
ま
す
。
俳
句
好
き
の
探
訪
会
メ
ン
バ
ー
も
、
や

は
り
「
稲
の
花
」
が
相
応
し
い
と
い
う
意
見
で
す
。

河
原
と
は
、
江
戸
川
水
門
近
辺
の
行
徳
側
に
あ
っ
た
河
原
村
の
こ
と
で
、
江
戸
川
の
渡
し
場
が
あ
り

ま
し
た
。
谷
河
内
か
ら
は
河
原
道
と
呼
ば

れ
た
街
道
を
通
っ
て
そ
こ
に
至
り
ま
す
。

距
離
も
四
十
八
丁
で
は
五
キ
ロ
ほ
ど
と
な

り
少
し
過
大
で
す
。
多
少
屈
曲
の
あ
る
、

昔
の
街
道
筋
と
す
れ
ば
二
十
九
丁
と
す
れ

ば
ふ
さ
わ
し
い
距
離
で
す
。
江
戸
時
代
の

実
り
の
秋
を
詠
み
込
ん
だ
見
事
な
（
と
私

に
は
思
え
る
）
一
句
で
す
。
篠
崎
地
区
は

昭
和
の
半
ば
ま
で
一
面
の
田
ん
ぼ
風
景
が

あ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
は
河
原
近
辺
か

ら
篠
崎
ポ
ン
プ
所
界
隈
を
散
策
し
ま
す
。

江
戸
川
放
水
路
（
行
徳
可
動
堰
）

篠
崎
駅
か
ら
十
分
も
歩
け
ば
江
戸
川
土
手
に
立
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
右
の
地
図
は
昭
和
七
年

（
一
九
三
二
年
）
の
地
図
で
す
。
左
に
は
旧
江
戸
川
、
右
側
に
は
分
岐
し
た
江
戸
川
放
水
路
が
見
え
て

い
ま
す
。
二
つ
の
水
路
に
挟
ま
れ
た
先
端
が
河
原
で
、
少
し
下
っ
た
旧
江
戸
川
右
岸
が
篠
崎
ポ
ン
プ
所

の
位
置
に
な
り
ま
す
。

江
戸
川
放
水
路
は
大
正
五
年
か
ら
開
削
が
進
め
ら

れ
、
大
正
八
年
（
一
九
一
九
年
）
に
は
竣
工
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
地
図
を
見
る
と
工
事
半
ば
の
様
に
見
え
ま

す
。
疑
問
に
思
い
、
河
川
事
務
所
で
地
図
を
提
示
し
て

問
い
合
わ
せ
た
と
こ
ろ
、「
放
水
路
流
頭
部
は
河
川
敷

で
す
が
、
す
ぐ
左
下
の
土
手
が
切
れ
て
い
ま
す
。
大
水

の
時
河
川
敷
に
あ
ふ
れ
出
し
た
水
は
行
徳
橋
の
下
の
固

定
堰
を
超
え
て
放
流
さ
れ
た
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
そ

の
後
、
昭
和
二
十
二
年
の
カ
ス
リ
ー
ン
台
風
の
影
響
か

ら
計
画
洪
水
水
量
が
大
幅
に
増
え
て
、
効
率
よ
く
水
を

流
す
よ
う
に
川
床
を
掘
り
下
げ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
あ

わ
せ
て
、
平
常
時
の
塩
水
遡
上
防
止
と
洪
水
時
に
は
効
率
よ
く
排
水
す
る
た
め
、
固
定
堰
か
ら
可
動
堰

に
改
良
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
河
川
敷
も
今
は
満
々
と
水
を
た
た
え
て
い
ま
す
。
こ
の
状
態
を
い
つ
も
見
て
い
ま
し
た
の

で
、
筆
者
は
江
戸
川
放
水
路
は
常
時
流
れ
て
い
る
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
ま
し
た
。
現
在
で
も
行
徳
可

動
堰
を
開
け
て
放
流
す
る
の
は
年
に
一
、二
回
の
大
水
の
時
だ
け
で
す
。

昭
和
四
十
年
の
河
川
法
の
改
正
に
よ
り
江
戸
川
放
水
路
は
正
式
名
と
し
て
江
戸
川
と
な
り
ま
し
た

が
、
江
戸
川
放
水
路
の
方
が
馴
染
み
も
あ
り
、
通
り
も
よ
い
よ
う
で
す
。

江
戸
川
水
閘
門
（
す
い
こ
う
も
ん
）

一
方
の
旧
江
戸
川
へ
の
分
岐
に
は
、
江
戸
川
水
閘
門
（
江
戸

川
水
門
＋
閘
門
）
が
あ
り
ま
す
。

江
戸
川
水
閘
門
は
旧
江
戸
川
を
仕
切
る
水
門
と
船
を
航
行
さ

せ
る
た
め
の
閘
門
か
ら
で
き
て
い
ま
す
。

昭
和
十
一
年
工
事
に
着
手
、
戦
時
中
の
昭
和
十
八
年
に
竣
工

し
て
い
ま
す
。
江
戸
川
水
門
が
造
ら
れ
る
以
前
は
、
塩
水
の
影

響
が
上
流
十
七
キ
ロ
（
流
山
橋
付
近
）
ま
で
及
ん
で
い
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。

水
門
は
五
門
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
門
は
二
枚
扉
で
越
流
放
流

が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ほ
か
三
門
の
も
ぐ
り
放
流

▲　石造道標
▲　昭和７年地図

▲　行徳可動堰の放流
▲　江戸川水門
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と
合
わ
せ
て
、
塩
水
の
遡
上
防
止
と
水
位
安
定
を
図
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
水
門
の
操
作
に
よ
っ
て
、
上
流
の
金
町
浄

水
場
な
ど
複
数
の
取
水
施
設
が
安
定
し
た
取
水
・
処
理
が

可
能
と
な
り
、
首
都
圏
内
一
千
万
人
の
生
活
用
水
に
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

行
徳
常
夜
灯
公
園

行
徳
橋
か
ら
旧
江
戸
川
左
岸
を
少
し
下
れ
ば
本
行
徳

の
街
並
み
で
す
。
旧
江
戸
川
沿
い
に
常
夜
灯
公
園
が
あ
り

ま
す
。
か
つ
て
の
行
徳
の
船
着
き
場
で
「
新
河
岸
」
と
呼

ば
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
舟
運
の
タ
ー
ミ
ナ
ル

と
し
て
賑
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
こ
に
は

常
夜
灯
が
昔
の
儘
の
姿
で
保
存
さ
れ
て
い
ま

す
。
常
夜
灯
に
は
「
日
本
橋
蔵
屋
敷
」
な
ど

成
田
山
講
中
が
「
文
化
九
年(

一
八
一
二
年)

建
立
」
し
た
と
彫
ら
れ
、
成
田
山
参
詣
の
航

路
の
安
全
を
祈
願
し
て
奉
納
さ
れ
た
も
の
で

す
。津

と
し
て
栄
え
た
理
由
は
、
江
戸
時
代
初

期
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
徳
川
家
康
が
江

戸
入
府
し
た
と
き
に
は
、
行
徳
の
遠
浅
の
海
に
は
既
に
「
行
徳

七
浜
」
と
呼
ば
れ
る
塩
田
が
あ
り
ま
し
た
。
塩
と
言
え
ば
、
赤

穂
を
は
じ
め
と
し
た
瀬
戸
内
の
塩
田
が
有
名
で
、
生
産
量
で
は

行
徳
塩
は
は
る
か
に
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

幕
府
は
「
塩
の
儀
は
御
軍
用
第
一
の
こ
と
、
御
領
地
第
一
番

の
宝
」（
塩
浜
由
緒
書
）
と
し
て
保
護
・
育
成
し
ま
し
た
。
行
徳

塩
浜
は
関
東
以
北
で
は
最
大
規
模
に
な
り
ま
し
た
。
江
東
区
の

小
名
木
川
は
も
と
も
と
江
戸
時
代
初
期
に
塩
の
輸
送
の
た
め
に

開
削
さ
れ
た
も
の
で
、
行
徳
塩
浜
で
生
産
さ
れ
た
塩
は
新
川
、

小
名
木
川
を
経
て
江
戸
城
へ
納
め
ら
れ
ま
し
た
。

時
代
が
下
る
と
東
北
の
乾
物
や
雑
穀
、
米
な
ど
の
物
資
が
水
路
、
陸
路
通
っ
て
行
徳
に
集
ま
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
成
田
の
新
勝
寺
、
香
取
神
宮
な
ど
の
参
詣
人
の
往
復
で
も
賑
わ
い
ま
し
た
。
江
戸
日
本

橋
小
網
町
（
行
徳
河
岸
）
か
ら
行
徳
新
河
岸
に
い

た
る
水
路
は
三
里
八
丁
（
約
十
二
・
六
キ
ロ
）。
陸

路
よ
り
は
る
か
に
早
く
楽
だ
っ
た
の
で
す
。
当
時

の
旅
人
の
一
人
渡
辺
崋
山
の
紀
行
文（
四
州
真
景
）

か
ら
抜
粋
し
ま
す
。

六
月
廿
九
日
「
小
網
町
三
丁
目
行
徳
河
岸
加

田
家
長
左
衛
門
ニ
て
船
を
買
。
船
賃　

か
り
切

五
百
文　

壱
人
に
て
ハ
六
十
四
文　

三
又
よ
り
逆

井
、
中
川
御
番
所
、
舟
堀
、
新
川
、
利
根
川
。
行

徳　

天
晴
熱
甚
」
行
徳
船
を
貸
し
切
っ
て
、
定
番

の
コ
ー
ス
で
行
徳
に
つ
い
た
こ
ろ
に
は
酷
暑
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
利
根
川
と
は
現
在
の
旧
江
戸
川
の

こ
と
で
す
。

も
う
ひ
と
つ
藤
沢
周
平
「
小
川
の
辺
」
よ
り
。

「
新
河
岸
は
、
寛
永
九
年
に
行
徳
船
が
公
許
に

な
り
、
日
本
橋
小
網
町
か
ら
小
名
木
川
を
通
っ
て

新
河
岸
に
達
す
る
、
水
路
三
里
八
丁
の
舟
便
が
ひ
ら
か
れ
る
と
、
房
総
、
常
陸
に
旅
す
る
者
の
駅
路
と

し
て
、
急
に
に
ぎ
や
か
に
な
っ
た
。
商
い
の
店
が
ふ
え
、

旅
籠
、
茶
店
が
軒
を
並
べ
、
と
く
に
正
月
、
五
月
、
九
月

の
三
カ
月
は
、
成
田
不
動
尊
に
参
詣
す
る
人
々
で
混
雑
す

る
。」
江
戸
名
所
図
会
の
世
界
で
す
。
公
許
の
行
徳
船
の

運
航
は
明
六
つ
か
ら
暮
六
つ
で
、
常
夜
灯
を
目
標
に
し
て

の
航
行
は
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
他
の
夜

船
も
江
戸
川
を
盛
ん
に
通
行
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
常
夜

灯
は
そ
の
目
印
と
な
っ
た
で
し
ょ
う
。

「
江
戸
名
所
図
会
」
に
は
左
下
江
戸
川
べ
り
に
常
夜
灯

が
置
か
れ
、
船
着
き
場
の
前
は
広
小
路
と
な
っ
て
お
り
、

荷
役
の
人
馬
の
様
子
、
行
き
交
う
旅
人
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
船
着
き
場
か
ら
街
道(

図
会
に
は
八
幡
・
船
橋
街
道

と
あ
る)

に
出
る
と
突
き
当
り
に
「
笹
屋
う
ど
ん
店
」
が

見
え
ま
す
。
行
徳
船
の
客
だ
け
で
な
く
、
今
井
の
渡
し
を
渡
る
旅
人
も
必
ず
こ
の
前
を
通
り
ま
し
た
。

十
返
舎
一
九
「
金
草
鞋
」（
か
ね
の
わ
ら
じ
）
な
ど
に
も
描
か
れ
、
庶
民
の
観
光
ガ
イ
ド
に
は
必
ず
登

▲　江戸川閘門▲　高さ 4.5 ｍ　常夜灯
▲　常夜灯公園から篠崎ポンプ所を望む

 ▲　江戸名所図会　行徳船場  ▲　江戸～行徳への舟運ルート



154

篠崎ポンプ所界隈の今 

場
す
る
、
う
ど
ん
屋
で
す
。

「
さ
あ
船
が
出
ま
す
と
う
ど
ん
や
へ
知
ら
せ
」
と

古
川
柳
に
あ
る
よ
う
に
旅
人
の
多
く
が
立
ち
寄
る
店

だ
っ
た
よ
う
で
す
。

当
時
、
対
岸
の
篠
崎
方
面
か
ら
も
そ
の
河
岸
の
賑

わ
い
、
往
来
す
る
行
徳
船
や
荷
船
、
夜
と
も
な
れ
ば

常
夜
灯
の
チ
ラ
チ
ラ
と
し
た
灯
影
が
見
え
た
に
違
い

あ
り
ま
せ
ん
。

明
治
十
年
（
一
八
七
七
年
）
に
は
、
外
輪
式
蒸
気

船
通
運
丸
が
深
川
高
橋
か
ら
行
徳
河
岸
ま
で
就
航
し
、

明
治
十
二
年
、
行
徳
船
は
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。

通
運
丸
は
明
治
の
利
根
川
水
系
の
定
期
貨
客
船

で
、
廃
業
ま
で
に
四
十
隻
ほ
ど
つ
く
ら
れ
た
そ
う
で

す
。し

か
し
新
た
な
輸
送
の
担
い
手
、
鉄
道
の
発
達
に
よ
り
徐
々
に
衰
退
し
、
昭
和
の
初
め
に
は
姿
を
消

し
て
い
き
ま
し
た
。

行
徳
の
製
塩

行
徳
の
製
塩
の
歴
史
は
古
く
、
一
説
で
は
農
民
が
、

上
総
の
五
井
に
製
塩
の
出
稼
ぎ
に
行
っ
て
、
覚
え
て

き
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
条
氏
の
支
配
の
時
代

に
は
、
塩
年
貢
と
し
て
行
徳
か
ら
船
に
乗
せ
小
田
原

ま
で
運
ん
で
い
ま
し
た
。
北
条
氏
と
武
田
信
玄
と
の

戦
で
有
名
な
甲
州
へ
の
塩
止
め
は
、
こ
の
行
徳
塩
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

行
徳
の
製
塩
法
は
、
堤
防
で
囲
ん
だ
塩
田
に
砂
を

敷
き
海
水
を
導
き
い
れ
て
天
日
乾
燥
を
し
ま
す
（
入

浜
式
）。
こ
の
潮
の
結
晶
の
つ
い
た
砂
を
集
め
て
ザ
ル

に
入
れ
更
に
上
か
ら
海
水
を
注
ぎ
、
下
に
置
い
た
桶

に
凝
縮
海
水
と
し
て
取
り
出
し
ま
し
た
（
笊
取
法
）。

こ
う
し
て
取
り
出
さ
れ
た
濃
い
塩
水
を
鹹
水
（
か
ん

す
い
）
と
呼
び
、
煮
つ
め
て
塩
を
生
成
し
ま
し
た
。
こ
の
煮
詰

め
る
容
器
を
塩
竈
（
し
お
が
ま
）
と
よ
び
ま
す
。

右
の
絵
で
左
下
で
は
笊
取
法
に
よ
る
海
水
濃
縮
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
右
上
の
人
物
は
塩
竃
に
鹹
水
を
補
給
し
て
い
る
様
で

す
。
数
十
畳
も
あ
る
竈
（
か
ま
ど
）
が
塩
竈
で
す
。

使
用
さ
れ
た
笊
は
ほ
と
ん
ど
が
篠
崎
で
作
ら
れ
た
も
の
だ

っ
た
そ
う
で
す
。
篠
崎
の
地
名
は
「
砂
州
上
で
篠
竹
の
生
い
茂

っ
た
土
地
」
が
謂
れ
だ
そ
う
で
す
。
材
料
の
豊
富
に
あ
る
篠
崎

の
笊
づ
く
り
は
農
閑
期
に
作
ら
れ
る
名
産
品
で
し
た
。
丈
夫
で

二
十
年
は
持
つ
と
云
わ
れ
る
篠
崎
の
笊
は
、
現
在
も
伝
統
工
芸

と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
燃
料
に
は
火
力
の
強
い
松
葉

が
主
に
つ
か
わ
れ
ま
し
た
。

行
徳
一
帯
の
海
岸
は
遠
浅
で
、
製
塩
に
は
適
し
て
お
り
、
行

徳
の
農
民
の
夏
の
副
業
だ
っ
た
の
で
す
。
下
の
図
に
は
行
徳
の
塩
田
と
そ
の
上
に
転
々
と
塩
竈
の
小
屋

が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
小
屋
か
ら
立
ち
上
る
煙
は
篠
崎
か
ら
も
よ
く
見
え
た
事
で
し
ょ
う
。

突
き
固
め
た
土
手
で
囲
わ
れ
た
塩
田
は
海
岸
に
作
ら
れ
、
特
に
水
害
に
は
弱
く
、
た
び
た
び
被
害
を

受
け
ま
す
が
、
そ
の
都
度
復
興
し
て
大
正
の
時
代
ま
で
至
り
ま
し
た
。

大
正
六
年
の
大
津
波

明
治
四
十
三
年
の
大
洪
水
で
は
関
東
平
野
一
面
が
水
浸
し
と
な
り
、
こ
れ
が
荒
川
放
水
路
や
江
戸
川

放
水
路
開
削
の
契
機
と
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
大
正
六
年
九
月
三
十
日
か
ら
十
月
一
日
に
か
け
て
関
東

を
横
断
し
た
強
烈
な
台
風
は
、
東
京
湾
で
低
気
圧
に
よ
り
海
水
面
が
盛
り
上
が
り
、
遠
浅
の
行
徳
沖
に

近
づ
く
に
し
た
が
い
、
大
潮
の
満
潮
時
と
も
か
さ
な
り
そ
そ
り
立
っ
た
高
波
は
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
を
超

し
て
、
押
し
寄
せ
ま
し
た
。

家
屋
も
流
さ
れ
多
数
の
死
者
を
出
し
た
こ
の
災
害
で
、
行
徳
の
塩
田
は
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、
荒
浜

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
塩
田
は
大
正
十
年
に
至
っ
て
も
回
復
で
き
ず
、
昭
和
四
年
の
製
塩
地
整
理
に

よ
っ
て
数
百
年
の
歴
史
持
つ
行
徳
の
製
塩
は
終
焉
し
ま
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
か
ら
行
徳
の
区
画
整
理

が
始
ま
り
、
遠
浅
の
海
も
広
範
囲
に
埋
め
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
行
徳
は
市
川
市
に
含
ま
れ
ま
す
が
、

昔
の
塩
田
を
偲
ば
せ
る
も
の
が
残
っ
て
い
ま
す
。
塩
浜
、
塩
焼
と
い
う
地
名
が
そ
れ
で
す
。

▲　行徳塩釜の図  ▲　笹家うどん店跡

▲　塩竈風景
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江
戸
川
清
掃
工
場

　
さ
ら
に
旧
江
戸
川
を
下
り
、
今
井
橋
を
渡
れ
ば
江
戸
川

区
で
す
。
旧
江
戸
川
右
岸
を
遡
り
篠
崎
ポ
ン
プ
所
へ
向
か
う

途
中
に
江
戸
川
清
掃
工
場
が
あ
り
ま
す
。

平
成
十
二
年
に
清
掃
事
業
が
東
京
都
か
ら
二
十
三
区
へ

移
管
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
、
ゴ
ミ
の
収
集
・
運
搬
は
各
区

が
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
が
、
ゴ
ミ
の
中
間
処
理
（
焼

却
や
破
砕
）
は
処
理
施
設
が
な
い
区
も
あ
り
、
効
率
的
に
共

同
処
理
を
行
う
な
ど
の
理
由
か
ら
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き

設
置
さ
れ
た
の
が
「
東
京
二
十
三
区
清
掃
一
部
事
務
組
合
」

で
す
。
こ
の
長
い
名
称
を
略
し
て
「
清
掃
一
組
」
と
い
い
、

特
別
地
方
公
共
団
体
で
す
。
江
戸
川
清
掃
工
場
も
「
清
掃
一

組
」
が
運
営
・
管
理
す
る
二
十
の
清
掃
工
場
の
う
ち
の
一
つ

で
す
。江

戸
川
清
掃
工
場
に
は
篠
崎
ポ
ン
プ
所
の
上
流
ポ
ン
プ

所
（
細
田
、
小
岩
ポ
ン
プ
所
）
か
ら
も
「
し
さ
」
を
搬
入
し

て
焼
却
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ン
ト
概
略
は
左
図
の
通
り
で
す
。
収
集
車
に

よ
り
搬
入
さ
れ
た
ゴ
ミ
は
収
集
車
ご
と
計
量
機
に
か

け
て
ゴ
ミ
の
重
量
を
量
り
、
ご
み
バ
ン
カ
と
呼
ぶ
巨

大
な
ピ
ッ
ト
に
入
れ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
ご
み
ク
レ

ー
ン
に
よ
り
焼
却
炉
に
投
入
さ
れ
ま
す
。

焼
却
炉
は
火
格
子
焼
却
式
で
ご
み
は
炉
内
を
進
み

な
が
ら
、
乾
燥
、
焼
却
し
ま
す
。
下
水
道
局
の
流
動

床
焼
却
と
は
違
い
ま
す
。
廃
熱
で
蒸
気
を
発
生
さ
せ
、

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
を
回
し
ま
す
。
こ
の
発
電
で

場
内
の
す
べ
て
の
電
力
を
賄
い
ま
す
が
、
焼
却
炉
の

メ
ン
テ
期
間
は
買
電
と
の
こ
と
で
す
。
こ
の
廃
熱
の

一
部
は
隣
接
す
る
「
区
立
く
つ
ろ
ぎ
の
家
」
に
供
給

さ
れ
、冷
暖
房
、お
風
呂
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

焼
却
灰
は
溶
融
ス
ラ
グ
化
し
て
土
木
資
材
と
し
て

利
用
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震

災
以
降
は
焼
却
灰
な
ど
か
ら
の
放
射
能
量
、
放
射
線
量
の
測
定
も
行
っ
て
い
ま
す
。

焼
却
炉
、
廃
熱
利
用
、
焼
却
灰
の
ス
ラ
グ
化
、
放
射
線
量
測
定
な
ど
、
ご
み
の
減
量
化
、
再
利
用
は

下
水
道
局
の
発
生
汚
泥
の
そ
れ
と
共
通
す
る
努
力
や
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。

本
州
製
紙
工
場
事
件

　
篠
崎
ポ
ン
プ
所
の
お
隣
が
王
子
マ
テ
リ
ア
の
江
戸
川
工
場
で
す
。
工
場
に
そ
っ
た
篠
崎
街
道
に
は

マ
テ
リ
ア
裏
門
と
正
門
の
二
つ
の
バ

ス
停
が
あ
る
ほ
ど
の
大
き
な
敷
地
で

す
。
こ
こ
に
初
め
に
製
紙
工
場
が
出

来
た
の
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二

年
）
の
富
士
製
紙
で
す
。
そ
の
後
、

初
代
の
王
子
製
紙
に
合
併
、
戦
後
本

州
製
紙
が
継
承
、
さ
ら
に
一
九
九
六

年
新
王
子
製
紙
に
合
併
。
そ
し
て
現

在
の
王
子
マ
テ
リ
ア
江
戸
川
工
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。
本
州
製
紙
敷
地
の

下
部
に
は
多
く
の
社
宅
が
立
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
下
部
一
帯
を
下
水
道
局
が
取
得
し
て
篠
崎
ポ
ン
プ
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

工
場
で
は
江
戸
川
の
水
を
使
用
し
、
処
理
し
て
再
び
江
戸
川
に
戻
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
排
水
機
場

が
ポ
ン
プ
所
の
敷
地
内
に
残
っ
て
お
り
現
在
も
働
い
て
い
ま
す
。

さ
て
、
事
件
は
昭
和
三
十
三
年
、
本
州
製
紙
時
代
に
起
こ
り
ま
し
た
。
少
し
長
く
な
り
ま
す
が
浦
安

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用
し
ま
す
。

「
昭
和
三
十
三
年
四
月
七
日
、
旧
江
戸
川
の
水
が
本
州
製
紙
江
戸
川
工
場
か
ら
の
排
水
で
黒
く
濁
り
、

浦
安
沿
岸
か
ら
葛
西
沖
に
か
け
て
海
水
が
変
色
、
魚
介
類
の
大
量
死
滅
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

驚
い
た
漁
民
た
ち
は
直
ち
に
会
社
側
と
の
折
衝
や
関
係
官
庁
へ
の
取
り
締
ま
り
陳
情
を
開
始
。
し
か

し
、
問
題
解
決
の
き
ざ
し
は
な
く
、
被
害
は
広
が
り
続
け
ま
し
た
。
業
を
煮
や
し
た
漁
民
代
表
八
百
人

は
六
月
十
日
、
国
会
と
都
庁
に
陳
情
を
行
い
、
帰
路
、
工
場
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
工
場
側
は
面
会
に

応
じ
な
い
ば
か
り
か
、
監
督
官
庁
か
ら
だ
さ
れ
て
い
る
中
止
勧
告
を
無
視
し
て
操
業
を
続
行
。

こ
の
た
め
漁
民
は
つ
い
に
工
場
内
に
乱
入
、
工
場
側
の
要
請
し
た
機
動
隊
と
衝
突
。
漁
民
か
ら
重
軽

傷
者
百
五
人
、
逮
捕
者
八
人
、
そ
の
他
負
傷
者
三
十
六
人
を
出
す
大
乱
闘
事
件
に
発
展
し
ま
し
た
。」

こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
初
の
公
害
法
と
な
る
水
質
二
法
（
水
質
保
全
法
、
工
場
排
水
規
制
法
）
が

▲　清掃工場▲　ゴミクレーンの爪

▲　昭和 35 年地図
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成
立
し
ま
す
が
、
そ
の
後
の
海
面
埋
め
立
て
な
ど
に
よ
り
、
漁
業
の
環
境
は
急
激
に
悪
化
し
、
水
産
物

の
水
揚
げ
は
年
々
減
少
し
て
い
き
ま
し
た
。

浦
安
の
漁
業
従
事
者
は
漁
業
の
将
来
に
不
安
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
昭
和
三
十
七
年
に
漁
業
権
の
一

部
放
棄
。
そ
の
後
も
東
京
湾
の
汚
染
が
進
み
、
昭
和
四
十
六
年
み
は
つ
い
に
漁
業
権
の
全
面
放
棄
に
至

り
ま
し
た
。

親
水
緑
道

　
篠
崎
ポ
ン
プ
所
正
門
脇
に
も
小
さ
な
排

水
機
場
が
あ
り
ま
す
。
東
井
堀
親
水
緑
道

と
篠
田
堀
親
水
緑
道
を
流
れ
る
水
を
合
わ

せ
て
、
旧
江
戸
川
へ
放
流
す
る
前
野
ポ
ン

プ
所
で
す
。
篠
田
掘
は
王
子
マ
テ
リ
ア
の

工
場
脇
を
流
れ
、
東
井
堀
親
水
緑
道
は
谷

河
内
交
差
点
付
近
か
ら
前
野
ポ
ン
プ
所
ま

で
流
下
し
て
き
ま
す
。
そ
の
一
部
は
篠
崎

ポ
ン
プ
所
へ
の
通
勤
路
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
江
戸
川
区
に
は
か
つ
て
多
く
の
用
水

が
流
れ
て
い
ま
し
た
が
、
農
業
の
撤
退
・

宅
地
化
の
中
で
、
灌
漑
用
水
と
し
て
の
役

目
を
終
え
、
汚
れ
ド
ブ
化
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
下
水
道
の
普
及
と
相
ま
っ
て
一
部

は
う
め
た
て
ら
れ
道
路
と
な
り
、
一
部
は

親
水
の
流
れ
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

篠
崎
ポ
ン
プ
所
の
正
門
脇
を
終
点
と
す
る
こ
の
二
筋
の
流
れ
も
そ
の
一
部
で
す
。

小
合
溜
井
（
こ
あ
い
た
め
い
）

　
江
戸
時
代
か
ら
こ
の
地
域
に
は
用
水
路
が
縦
横
に
走
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
水
源
が
小
合
溜
井(

現
、

水
元
公
園)

で
、
小
合
村
（
現
、
葛
飾
区
）
に
多
く
か
か
る
の
で
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
小
合
溜
井
を

流
れ
出
た
水
は
上
下
之
割
用
水
と
呼
ぶ
大
用
水
と
な
り
上
之
割
＝
葛
飾
区
域
、
下
之
割
＝
江
戸
川
区
域

の
灌
漑
用
水
と
な
り
ま
し
た
。（
現
在
、
灌
漑
用
水
の
役
目
を
終
え
た
小
合
溜
の
水
は
中
川
に
戻
さ
れ

て
い
る
）。

上
下
之
割
用
水
は
新
宿
付
近
で
小
岩
用
水
と
東
井
堀

に
分
か
れ
て
南
流
し
、
小
岩
用
水
は
上
、
中
、
下
小
岩
を

潤
し
て
江
戸
川
に
注
ぎ
、東
井
堀
は
細
田
村
、松
本
、鹿
骨
、

谷
河
内
、
上
鎌
田
村
の
五
村
を
経
て
前
野
か
ら
江
戸
川
に

注
い
で
い
ま
し
た
。
こ
の
ル
ー
ト
は
篠
崎
ポ
ン
プ
所
か
ら

小
岩
、
細
田
、
新
宿
ポ
ン
プ
所
へ
の
道
筋
で
あ
り
職
員
に

と
っ
て
も
馴
染
み
の
あ
る
コ
ー
ス
で
す
。
奥
戸
街
道
と
鹿

本
通
り
の
交
差
点
に
は
「
東
井
堀
」
の
名
前
が
残
っ
て
い

ま
す
。現

在
の
水
源
は
両
緑
道
と
も
篠
崎
駅
付
近
の
江
戸
川

か
ら
取
水
す
る
本
郷
用
水
か
ら
の
分
水
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
流
れ
は
幅
一
、二
㍍
、
流
量
は
数
十
㍑
毎
秒
ほ

ど
の
ご
く
穏
や
か
な
流
れ
で
す
。
所
々
に
ミ
ニ
ポ
ン
プ
を

設
け
、
揚
水
し
て
い
ま
す
。
コ
イ
や
江
戸
川
か
ら
入
る
小

魚
、
エ
ビ
な
ど
が
住
む
水
辺
に
は

冬
季
に
は
カ
ル
ガ
モ
が
住
民
か
ら

エ
サ
を
ね
だ
る
可
愛
ら
し
い
光
景
も
見
ら
れ
ま
す
。
住
民
の
憩
い
の
散
策
コ
ー
ス
で
と
な
り
、
子
供
た

ち
に
と
っ
て
も
絶
好
の
遊
び
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

(

文
責　

高
橋)

▲ 篠田堀緑道公園

 ▲　小合溜▲　かつての篠崎地区の用水路
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取
材
余
話

　
篠
崎
ポ
ン
プ
所
界
隈
は
一
部
の
工
場
を
除
け
ば
昭
和
三
十
年
代
ま
で
ほ
ぼ
田
圃
一
面
と
い
っ
て
よ
い

土
地
柄
で
す
。
こ
の
界
隈
の
今
昔
に
つ
い
て
、
何
か
ら
書
き
始
め
る
か
考
え
あ
ぐ
ね
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
、
偶
然
手
に
し
た
資
料
で
、
俳
句
の
刻
ま
れ
た
石
造
り
道
標
が
残
さ
れ
て
い
る
事
が
わ
か

り
ま
し
た
。「
谷
河
内
の
河
原
道
石
造
道
標
」
と
呼
ば
れ
、
江
戸
川
区
の
歴
史
資
料
に
も
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
小
松
川
界
隈
（
水
声
一
一
〇
号
）
で
は
亀
井
鳴
瀬
さ
ん
の
「
葛
飾
風
物
詩
」
よ
り
引
用
し
て

行
方
不
明
と
書
き
ま
し
た
。
道
路
工
事
の
た
め
近
隣
に
一
時
移
転
し
、
そ
の
後
小
学
校
で
保
存
さ
れ
た

た
め
、
そ
の
間
の
所
在
が
判
然
と
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
道
標
は
篠
崎
駅
の
近
く
の
小
学
校
に
あ
る
の
で
、
こ
こ
を
起
点
に
し
て
ポ
ン
プ
所
界
隈
に
接
近

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
私
な
り
の
粗
筋
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

篠
崎
ポ
ン
プ
所
の
屋
上
か
ら
常
夜
灯
が
望
め
、
東
西
線
の
走
る
の
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
思
い
の
ほ

か
行
徳
は
近
く
、
ま
さ
に
界
隈
で
し
た
。
ポ
ン
プ
所
の
脇
を
流
れ
る
緑
道
公
園
は
江
戸
か
ら
続
く
東
井

堀
用
水
の
末
裔
で
、
現
在
の
水
元
公
園
の
小
合
溜
か
ら
滔
々
と
流
れ
て
い
ま
し
た
。

資
料
を
渉
猟
し
て
生
ま
れ
て
く
る
疑
問
の
答
え
を
探
し
て
歩
く
の
は
楽
し
い
も
の
で
す
。
河
川
事
務

所
、
市
川
歴
史
博
物
館
、
行
徳
の
街
、
葛
飾
区
郷
土
博
物
館
、
江
戸
川
清
掃
工
場
等
な
ど
、
資
料
館
の

学
芸
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
尋
ね
る
こ
と
で
面
白
い
発
見
も
あ
り
。
足
を
運
ば
な
け
れ
ば
わ
か
ら

な
い
も
の
も
多
い
の
で
す
。
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